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目的） 

 市場化された余暇・自由時間では消費が前提になるが、その中でひとびとはいかに主体的に余

暇・自由時間に参与できうるか．本報告では、検討するにあたって着目したのは、市場原理に即し

た余暇・自由時間の「創り手」の存在である．そして「創り手」の観点から、いかにひとびとが余

暇・自由時間に主体的に参与しうるかを考察する．  

 

方法） 

余暇・自由時間を消費ならびに成長の視座から先行研究を検討した．その結果、余暇・自由時間

が日常生活につながることにより、ひとびとは余暇・自由時間において主体的に参与するというこ

とが示された．そして、いかにひとびとは余暇・自由時間に参与した経験を日常生活につなげるこ

とができうるか、という問いと同時に、市場化された社会において、「創り手」はひとびとが主体

的に参与できうる余暇・自由時間の機会を提供する、という仮説を導きだした．本報告では、仮説

をもとに日本の地域社会で根付いた音楽イベントを事例として実地ならびに後日聞き取り調査し

た．聞き取り調査を中心に、「創り手」が提供した余暇・自由時間において、参加するひとびとは

いかに主体的に余暇・自由時間に参与できうるかを検証した． 

 

結果） 

 いかにひとびとは余暇・自由時間に参与した経験を日常生活につなげることができうるか、とい

う問いをもとに聞き取り調査をし、検証の結果、参加するひとびとは、「創り手」と「共創」する

意識により、余暇・自由時間を主体的に参与しうる、と同時に「創り手」がいかに余暇・自由時間

において理念を保持することが、「創り手」と参加するひとびとの「共創」につながることが示さ

れた． 

 

結論） 

 余暇・自由時間を消費と捉えるならば、ひとびとはその場で完結する快楽を継続的にもとめ、消

費し続ける．「創り手」が利益を重視するならば、余暇・自由時間を消費対象としてひとびとに提

供する．「創り手」が市場原理に即しているならば利益を考慮することは自明である．しかし市場

原理に即した「創り手」が利益を考慮しつつも社会的に意義のある余暇・自由時間を創出する可能

性について検討したのが本報告である．市場原理に即した「創り手」が市場化された余暇・自由時

間において、参加するひとびとが主体的に参与しうる機会を提供することは社会的に意義がある． 

 そして、仮説をもとに検証した結果、「創り手」の理念に参加するひとびとが共鳴する「共創」

が生成されることによりひとびとは余暇・自由時間において主体的に参与できうるのである． 
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